
3-4
2025
令和7年

「なごみ」の寺 本願寺函館別院
函館市東川町12 -12　☎（0138）23-0647

ホームページアドレス http://hongwanji-h.h-tk.jp

3月から11月までお晨朝の開始時間が午前6時30分からになります。
すがすがしい新たな一日の始まり。機会ごとにおあさじにお参り下さい。

どなたでもお越しください。時間は約３０分間です。

お晨朝（朝のお参り）開始時間変更のお知らせ

・春季彼岸会について…P1
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令
和

7
年

・
18
日
〜
20
日 

　

午
前
9
時
〜
午
後　

時
半

　

午
後
2
時
半（
※
法
要
後
）〜
午
後
５
時

・
21
日
〜
23
日 

　

午
後
1
時
〜
５
時

・
18
日
〜
20
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
５
時 

・
21
日
〜
23
日 

　

午
後
1
時
〜
５
時

台
町（
常
和
台
）
彼
岸
会

3
月
18
日（
火
）・午
前
11
時
よ
り

本
院
彼
岸
会

3
月
18
日（
火
）〜
20
日（
木
）

　
・
晨
朝 

午
前
6
時
30
分
よ
り
・
逮
夜 
午
後
1
時
30
分
よ
り

納
骨
堂
・
読
経
受
付
時
間

台
町
墓
地
・
読
経
受
付
時
間

※
18
日
〜
20
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
堂
に
て
法
要
が
あ
る
た
め
、
午
後
12
時
半

よ
り
２
時
半
ま
で
読
経
受
付
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
堂
に

て
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

お供物は仏様からの
おさがりとして、読経（お参り）を

終えられましたら、
必ずお持ち帰りください
ますようお願いいたします。

どうぞみなさんで
お召し上がりください。

お供物に
ついてのお願い

12

北
海
道
教
区
　
胆
振
組

　
真
宗
寺

　　
朝
倉
　恵
昌
師

3
月
18
日（
火
）

　
〜

20
日（
木
）

　
こ
の
た
び
、
春
季
彼
岸
会
に
て
ご
縁
を
い
た
だ

き
ま
し
た
胆
振
組
・
真
宗
寺
の
朝
倉
恵
昌
と
申
し

ま
す
。

　
旅
の
楽
し
み
は
、「
帰
る
場
所
」が
あ
る
か
ら

こ
そ
。
人
生
の
旅
も
同
じ
で
、
私
た
ち
に
は
本
当

の
「
帰
る
場
所
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
彼
岸
、

お
浄
土
で
す
。

七
高
僧
の
お
ひ
と
り
で
あ
る
道
綽
禅
師
は
、『
安
楽

集
』の
中
で「
日
の
出
づ
る
処
を
生
と
名
づ
け
、

没
す
る
処
を
死
と
名
づ
く
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
来
よ
り
人
々
は
、
東
の
朝
日
に
い
の
ち
の
始
ま

り
を
、
西
の
夕
日
に
い
の
ち
の
終
わ
り
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
西
に
沈
む
夕
日
の
向
こ
う

側
に
、
お
浄
土
の
光
を
感
じ
て
き
た
の
で
す
。

　
親
鸞
聖
人
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
お
念
仏
の
中

に
、
阿
弥
陀
如
来
が
私
た
ち
を
願
い
続
け
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
願

い
は
光
と
な
り
、
私
た
ち
を
包
み
込
み
、
照
ら
し

続
け
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
こ
の
た
び
は
、「
阿
弥

陀
さ
ま
の
光
に
包
ま
れ
て
」を
テ
ー
マ
に
お
取
り

次
ぎ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

彼
岸
会

ご
講
師
紹
介

春
季
彼
岸
会
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※１６日（日）は職員法話

本
願
寺
派
布
教
使

福
岡
教
区
　
福
岡
組

　
善
照
寺　七
里 
誓
路
師

東京教区　多摩組　明西寺 佐々木 了俊師

　
こ
の
た
び
、三
月
十
二
〜
十
五
日

の
常
例
法
座
の
ご
法
縁
を
賜
り
ま
し

た
福
岡
教
区
福
岡
組
善
照
寺
の
七
里

誓
路
と
申
し
ま
す
。
四
日
間
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
北
海
道

の
色
々
な
地
域
を
回
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
函
館
へ
は
初
め
て

で
す
。
冬
の
北
海
道
は
、
慣
れ
な
い

雪
で
毎
度
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　
宗
祖
親
鸞
聖
人
が
、
九
十
年
の
生

涯
を
通
し
て
磨
き
上
げ
ら
れ
た
の
は
、

他
力
念
仏
の
ご
法
義
で
す
。
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を
称
え
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
中
に
、
阿
弥
陀
様
が

い
つ
で
も
ご
一
緒
く
だ
さ
る
こ
と
を
、

皆
様
と
と
も
に
御
聴
聞
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

常例布教
ようこそ函館別院へ
布教使さん紹介

降誕会（初参式・園児参拝・よろこびの集い）
納骨堂永代経法要
先師会
門信徒宅お盆参り
盆踊り
初盆法要
盂蘭盆会、本院総追悼法要
秋季彼岸会（台町）、台町墓地総追悼法要
秋季彼岸会（本院）
はこだてカルチャーナイト
宗祖親鸞聖人報恩講（園児参拝・よろこびの集い）
除夜会
元旦会
門信徒宅お年始参り
御祥月法要
春季彼岸会（台町）
春季彼岸会（本院）

17日
7日
25日
1～9日
26日
2日
14日
20日
21～23日

13～16日
31日
1日
2～10日
14～16日
18日
18～20日

5月
6月

7月

８月

9月

10月
12月
1月

3月

※なお、予定のため今後日時の変更を行う場合があります。その際は【お西さん】等にてお知らせいたします。
　ご理解の程よろしくお願いします。

毎月12日～16日 13:30より常例法座 ※7月（お盆のため）・10月（報恩講のため）は休座

3月常例法座 
とき3月12日（水）～16日（日）

4月常例法座 

令
和
七
年
度　

本
願
寺
函
館
別
院
年
間
法
要
・
行
事
予
定

とき4月12日（土）～16日（水）
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除
夜
会・元
旦
会・歌
会
始
め
〜
報
告
〜

12
月
31
日（
火
）午
後
11
時
・
除
夜
会
、
1
月
1
日（
水
）午
前
0
時
に
元
旦
会

が
勤
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
除
夜
の
鐘
を
打
ち
に
1
0
0
名
以
上
の
方
が
境

内
に
参
詣
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ロ
ビ
ー
で
は
新
年
の
抱
負
を
詠
う「
歌
会
始
め
」、

そ
し
て
法
要
後
に
本
堂
に
て
数
年
ぶ
り
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
が
お
こ
な
わ

れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
種
法
要
、
催
し
等
、
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
時
間
を
あ
わ
せ
て
、
お
寺
で
年
を
越
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ロビーにて歌会始めを見ておられる参拝者

令
和
七
年 

歌
会
始
め

表
彰
者

優
秀
賞

「
う
れ
し
い
な

　
　
　
兄
の
お
さ
が
り
　
ラ
ン
ド
セ
ル
」

優
秀
賞

「
手
を
合
わ
せ

　
　
　
あ
の
こ
ろ
想
う
　
あ
り
が
と
う
」

最
優
秀
賞

「
無
償
の
愛

　
　
夫
と
子
供
に
　
捧
げ
た
い
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ま
た
、た
く
さ
ん
の
ご
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「お楽しみ抽選会 景品

御文章拝読

元旦会の様子

お楽しみ抽選会の様子
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『職員のよもやま話』
野
川

野
川

野
川

野
川

野
川

野
川

渡
邉

野
川

野
川

野
川

渡
邉

渡
邉

渡
邉

渡
邉

渡
邉

渡
邉

渡
邉

渡
邉

【今回は渡邉・野川】第 2回

団体参拝団体参拝 矯正教化連盟 東北教区支部の
みなさまにご参拝いただきました。2 19 水

お
う
び
ょ
う
よ
や
く

た
い
き
せ
っ
ぽ
う

「
職
員
の
よ
も
や
ま
話
、
名
前
が
変
わ
っ
て
か
ら
第
２
回
目

と
な
り
ま
す
。」

「
今
回
も
渡
邉
と
野
川
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
！
」

「
さ
て
こ
の
度
の
テ
ー
マ
は
、【
宗
派
】に
つ
い
て
お
話
し

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

「
一
言
に
仏
教
と
言
い
ま
し
て
も
私
た
ち
浄
土
真
宗
を
は
じ

め
、
古
く
か
ら
あ
る
宗
派
で
は
真
言
宗
・
曹
洞
宗
・
浄
土

宗
等
と
様
々
に
分
か
れ
ま
す
。」

「
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
沢
山
の
宗
派
が
あ
る
か
、
今
回
は
そ
の

点
に
着
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

「
ま
ず
仏
教
と
は
、
今
か
ら
遡
る
こ
と
2
5
0
0
年
ほ
ど
前

に
釈
迦
牟
尼
仏
（
通
称
お
釈
迦
様
）
の
説
か
れ
た
教
え
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
宗
教
に
な
り
ま
す
。」

「
な
る
ほ
ど
、﹇
仏
様
の
教
え
﹈が
仏
教
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。」

「
そ
の
通
り
！
そ
し
て
も
う
１
つ
大
事
な
の
が﹇
私
が
仏
に

な
る
教
え
﹈と
い
う
意
味
も
あ
る
ん
で
す
。」

「
お
釈
迦
様
（
釈
迦
牟
尼
仏
）
が
私
達
を
仏
に
導
く
た
め
説

か
れ
た
教
え
、
そ
れ
が
仏
教
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。」

「
は
い
。
お
釈
迦
様
は
ご
生
涯
で
８
万
4
千
と
も
い
わ
れ
る

教
え（
お
経
）を
説
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。」

「
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
多
く
の
教
え
を
説
か
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？
」

「
そ
れ
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
違
う
人
々
に
1
つ
の
教
え
を
説

い
て
も
理
解
で
き
る
者
も
い
れ
ば
そ
う
で
な
い
者
も
い
る
。

た
と
え
理
解
し
て
も
実
際
の
修
行
に
つ
い
て
い
け
な
い
者

も
で
て
き
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
お
釈
迦
様
は
あ
ら
ゆ
る
人

々
が
仏
道
を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
様
々
な
教
え
（
お
経
）

を
説
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を〔
応
病
与
薬
｛
医
者
が
病
気
に

あ
わ
せ
て
薬
を
与
え
る
よ
う
に
、
人
々
に
あ
わ
せ
て
教
え

を
説
く
｝〕や〔
対
機
説
法｛
機（
人
の
こ
と
）に
対
し
て

法（
教
え
）を
説
く
｝〕と
言
い
ま
す
。」

「
確
か
に
厳
し
い
修
行
に
堪
え
る
こ
と
が
出
来
る
人
も
い

ま
す
が
皆
が
皆
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
年
齢
や
知
識

に
よ
っ
て
も
教
え
の
理
解
も
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か

ら
人
々
に
あ
わ
せ
て
教
え
を
説
か
れ
た
ん
で
す
ね
。」

「
例
え
ば
、
富
士
山
の
山
頂
を
目
指
す
と
き
に
比
較
的
な

だ
ら
か
で
歩
み
や
す
い
山
道
も
あ
れ
ば
、
斜
面
が
険
し
く

道
幅
の
狭
い
山
道
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
山
登
り
１

つ
と
っ
て
も
道
の
り
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど

の
道
も
同
じ
山
頂
へ
至
る
道
で
す
。
お
釈
迦
様
が
教
え

（
お
経
）
を
数
多
く
説
か
れ
た
の
は
、
様
々
な
人
々
が
仏

を
目
指
し
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
導
く
た
め
だ
っ
た
の

で
す
。」

「
な
る
ほ
ど
。
そ
し
て
仏
を
目
指
す
の
に
多
く
の
教
え

（
道
）の
中
か
ら
、選
び
取
り
展
開
さ
れ
て
い
く
仏
道
そ
れ

ぞ
れ
の
歩
み
方
に
よ
っ
て
分
か
れ
た
の
が【
宗
派
】と
呼

ば
れ
る
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
ね
！
」

「
そ
う
で
す
！
宗
派
が
沢
山
あ
る
と
い
う
の
は
、
数
多
く

の
教
え
か
ら
そ
の
人
そ
の
人
に
よ
っ
て
歩
む
仏
道
が
あ
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。」

「
そ
ん
な
数
あ
る
宗
派
の
中
で
も
私
た
ち
は
親
鸞
聖
人
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
浄
土
真
宗
と
い
う
宗
派
で
す
。」

「
あ
な
た
を
必
ず
仏
に
す
る
と
お
誓
い
く
だ
さ
っ
た
阿
弥

陀
様
に
、
た
だ
た
だ
お
ま
か
せ
す
る
教
え
が
浄
土
真
宗

で
す
。」

「
私
た
ち
は
有
難
い
み
教
え
を
聞
か
せ
て
頂
く
と
、
お
礼

せ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
ね
。
南
無
阿
弥
陀
仏
。」

２月１９日(水)に矯正教化連盟 東北
教区支部のみなさまがご参拝くださ
いました。函館別院本堂にてお参り
の後、別院の沿革説明をさせていた
だきました。
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これまで受け継いできた仏事、葬儀や法事、寺院の法要に参拝し感想など
を整理しながら、又対面では伝えにくいこともノートに記入し、あらためて、
これからの人生をお念仏とともに歩み、ゆるぎない人生をおくるとともに大
切なことを伝え残すためのノート。どうぞ少しずつ作り上げてください。

伝承ノート みち新発売

記念納骨壇
（本堂２階）

二段式

本堂正面入口付近設置のエレベーターを
ご利用いただければ車椅子でお越しいた
だける場所です。

お持ちの納骨壇から記念納骨壇へ変更の方へ
現納骨壇に申し込みの際にお納め頂いた懇志額を上記

特別懇志より差し引かせて頂きます。

ご先祖様を尊び、感謝の心を…

二段式をご検討されてい
方、気になっていた方は、
ぜひご連絡ください。

［御骨収納数］７体（骨壺特大の場合）

お仏具も備え付けております。

［二段式A（新設）
　特別懇志］
　………………………上段・7０万円

　………………………下段・6０万円

［場　所］本堂棟2階
［形　状］独立タイプ
［御骨収納数］１６体
（骨壺特大の場合）
［寸　法］
  全体／高さ2m35㎝×
  幅95×奥行65㎝
  収骨部／高さ65×
  幅75×奥行50㎝

第二種区画(二段式)

［寸　法］高さ（各段）75㎝
収骨部／25㎝幅45㎝ 奥行35㎝

(上段12、下段12)

その他ご不明な点がございましたらTEL（0138）2３-0647へご連絡ください。

残り20基程と
なっています

  上段残りわずか
下段残り約15基
となっています。

お仏具も備え付けております。

［特別懇志］３００万円

A段
24基

　新本堂建立を記念し、別院門信徒
の皆さまが大切な故人の御遺骨を安
心して納めることができるよう、設置
されたのが記念納骨壇です。
　本堂建物の中に設置されており、
季節や天候も問わず、エレベーター
を備えていますので皆さまにいつで
もお参り頂けるよう整えております。

発行◇浄土真宗本願寺派 本願寺出版社 

有限会社小田桐葬儀社
TEL（0138）22-1684 函館市若松町23-9

家族葬向け小規模ホール

施設のご紹介
◆函館駅から徒歩数分の好立地。
◆30～60人の家族葬に最適なメインホール。（椅子席）
◆エレベーター完備。
◆病院等から直接リビング（安置室）へ御遺体搬入可能。
◆少人数であればリビングでの葬儀も可能。
◆ご遺族の宿泊可能。風呂・台所完備。

お問い合わせ・申し込み

函館駅前
5号線沿い

年中無休
24時間
体制

（株）めもりある大師堂
函館店

西別院にてお取り扱いございます！
お気軽にお問い合わせください TEL（0138）23-0647
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皆
さ
ん
も
俳
句
、
短
歌
、
漫
画
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お
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せ
下
さ
い
。

ご
門
徒
さ
ん
か
ら
頂
い
た
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

拝
む
こ
と
　
出
来
ず
伏
し
て
る

　
　
　
初
日
の
出

　三
叉
路
の
　
小
さ
き
地
蔵
や

　
　
　
日
脚
伸
ぶ宝

来
町
　
笠
原
　
玲
子

還
暦
の
　
微
笑
が
え
し

　
　
　
福
寿
草

鍛
治
　
山
本
　
優
子

山
の
手
　
瀧
　
み
ゑ

24
時
間
お
好
き
な
と
き
に
い
つ
で
も
ど
う
ぞ

に

し

に

し

テレフォン法話順番表
尾　井（輪）
臼　井（副）
3月常例講師
春季彼岸会講師
稲　岡（副）
葛　谷
武　澤
4月常例講師
渡　邉

●3月
●3月
●3月
●3月
●3月
●4月
●4月
●4月
●4月

2日（日）→
9日（日）→
16日（日）→
23日（日）→
30日（日）→
6日（日）→
13日（日）→
20日（日）→
27日（日）→

8日（土）…
15日（土）…
22日（土）…
29日（土）…
5日（土）…
12日（土）…
19日（土）…
26日（土）…
3日（土）…

3月
3月
3月
3月
4月
4月
4月
4月
5月

十
二
月
十
七
日
〜
二
月
十
六
日
現
在

十
二
月
十
七
日
〜
二
月
十
六
日
現
在

蓋を
取るだけで
簡単に納骨

蓋を
取るだけで
簡単に納骨

蓋を
取るだけで
簡単に納骨

〒040-0072
函館市
亀田町22-13

E-mail : s.showa@gray.plala.or. jp

お墓のことなら何でもご相談
ください

●新しくお墓を
　建てたい

●お墓を改修
　したい
●法名を彫刻
　したい

●お墓を綺麗に
　したい
●花立を
　直したい

●お墓じまいを
　お考えの方等…
●お墓じまいを
　お考えの方等…

当社オリジナル商品

ち
ょ
っ
と

　
ひ
と
い
き

ち
ょ
っ
と

　
ひ
と
い
き

◆
場
所
：
函
館
別
院
本
堂
　

◆
時
間
：
午
後
１
時
３０
分

祥
月
永
代
経
法
要
へ
　

　
　
お
参
り
く
だ
さ
い

本
願
寺
函
館
別
院

小原 幸男総代 ご往生報告

〒041-0801 函館市桔梗町379-26
Tel  0138・46・6100
Fax 0138・46・6200
mail : info@sainet.co.jp
https://www.sainet.co.jp

ホームページと広告印刷物のデザイン

去る2月5日、函館別院総代の小原幸男様が
往生の素懐を遂げられました。

別院参与並びに総代として、延べ２１年間にわたり
別院の護持発展のためご尽力を賜りました。

心よりお悔やみ申しあげます。



となりのクラスの

   ピアノの音を気に

   せず活動に集中

している。　等など　

💡

『龍谷幼稚園の子どもたちは、興味関心をもち

「やってみよう」「これって？？」と挑戦・探求を

繰り返し、「自分ならできる！」という自己効力

感とともに、相手の気持ちに自ら協力しようとす

る等「主体的」な姿に溢れている。』という自負と

誇りをもって私たちは日々の保育を行っています。

しかし、「主体性」に寄り添う中で感じる「これって

主体性？」「ちゃんと（主体性が）育っているだろうか」

「もしかしてこれは主体性を妨げている？」という不

安や迷い。『答えなんてない！』と分かっていながら、答え合わせしたくなってしまうという葛藤がある

のも事実で・・・・。そこで、「外部の先生から見て私たちの考える「主体性」はどのように見えるのか、

アドバイスや意見が欲しい。」という願いもプラスした、各クラス3つの「問い」をたてました。

当日の子どもたちの姿は・・・。

初めはよそ行きの姿を見せつつ、とことん今興味のある遊びを楽しんだり、伝えたり聞いたりとじっ

くり対話をしたり、いつも通りの様子に加え、他園の先生方に誇らしげに説明したり「みてみて！」

とワクワクを共有したり、コーディネーターの先生とすっかり仲良くなりお膝に乗せてもらう子も。

その様子をうけ公開保育後の分科会では・・・

副園長　澁谷　真貴子

尾
井 

貴
童

本
願
寺
函
館
別
院

令
和
7
年
3
月
1
日
発
行

通
巻
3
1
8
号

お
西
さ
ん
3
月
・
4
月
号

学校法人認定こども園

メインコーディネーターに藪 淳一先生（札幌大通り幼稚園理事長・
園長）、サブコーディネーターに葛西 真理子先生（大谷短期大学
附属認定こども園）。約20名の先生方にご参加いただき
ECEQ公開保育を行いました。

～「ECEQ公開保育」ではコーディネーターの先生のご指導をいただき『問い』を立てます。
「問い」とは外部の方に公開保育を見ていただくにあたっての『視点』となるものです。～
～「ECEQ公開保育」ではコーディネーターの先生のご指導をいただき『問い』を立てます。
「問い」とは外部の方に公開保育を見ていただくにあたっての『視点』となるものです。～

1月31日(金) ECEQ公開保育1月31日(金) ECEQ公開保育

廃材の作品のコー

   ナーが整いすぎて

   なく、子どもの

匂いを感じる。

💡

子供の意見を受け止め実際に

   やってからまた考えてみよう！

   という、子どもの主体性を

大切にする寄り添いがあった。

💡💡

みんなが休むことなく

   「自分のやりたい」を

   見つけ遊びを楽しむ

すがたがある。

「やっぱりそうだよね！」「そんな風に思ってもらえる事なんだ！」「自信をもっていいんだ」と思える

たくさんのうれしい『気づき・共感・アドバス』をいただき、先生方の士気がぐっと高まる本当に実

りの多い時間でした。

ちなみに・・参加された先生の中で子どもたちの伸び伸びと
した姿や、そこに寄り添う先生方の姿に深く感動され、「わが

子を龍谷幼稚園に入れたい！」と言って下さった方がいました。

令和7年度はまだ 0歳児・1歳児の4月入園にまだ空きがあり

ます。以上児も若干名ですがまだ余裕があります。随時見学

を受け付けておりますので、ぜひ実際に見て感じていただけ

たらと思います。


